
　まずは三
さんのまる

之丸部分です（Ｐ２の地図参照）。払い下

げが進むにつれて、必要のなくなった外堀が徐々に

埋め立てられていき、その跡には新たに建物が建て

られていきました。この内、学校や寺院を建てる際

には、砂
すなもち

持奉
ほう

仕
し

が行われました。有志が神
じんづうがわ

通川等か

ら石や砂を運び、堀を埋め立てる作業を奉仕で行っ

たのです。特に、本願寺東西両別院の砂持奉仕は大

規模なものでした。富山は真宗門徒の多い土地柄で

すから、多くの門徒衆が熱心に奉仕を行いました。
同じく明治１８年の市街図 （部分） です。 青色の

部分が堀が残っている部分。 埋め立てが大分進

んでいることが分ります。

　それでは、啓
けいてき

迪小学校（後の八
はちにんまち

人町小学校）新築の際の砂持の様子を、当時の新聞に見てみ

ましょう。

　砂を積んだ大八車の左右前後には「砂持」など

と書かれた紅白の旗が翻っています。車輪の両端

に結び付けられている長い縄には、７～８歳の子

供たちが、一番の晴れ着を着てつながって歩いて

いて、囃子の拍子に合わせて賑やかに市街を行っ

たり来たりしています。

　みんな明るく、賑やかに作業を行っていた様子がよく分かります。人々にとって城の解体は、

“破壊”ではなく“新たな街づくり”だったのです。

①三之丸の解体と街づくり

啓迪小学校

明治２５年の市街図 （部分） です。

上の図と見比べてください。
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